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12月定例会日程 

●平成19年度歳入・歳出決算を認定　 
●国の緊急総合対策に呼応した一般会計補正予算などを可決 
●「真の地方分権改革に向けた国の真摯な対応を求める意見書」などを可決 

●平成19年度歳入・歳出決算を認定　 
●国の緊急総合対策に呼応した一般会計補正予算などを可決 
●「真の地方分権改革に向けた国の真摯な対応を求める意見書」などを可決 

高谷山から見た霧の海（三次市） 
秋から早春にかけて、晴れた日の朝によく見られる。中国自動車道三次ICから車で約25分。 

（平成20年12月4日～12月16日） 

● 平成20年度補正予算 … 

● 平成19年度決算 ……… 

● 条例案 …………………… 
 

● 人事案件 ………………… 

● その他の議案…… … 
 

● 意見書案 ………………… 

● 請願 ……………………………… 

一般会計2件、特別会計4件、企業会計5件 

普通会計1件、企業会計1件 

広島県病院事業の設置等に関する条例等の一部を改正する条例
など16件 

広島県収用委員会委員の任命の同意について1件 

工事請負契約（広島港港湾環境整備工事（出島地区20－2工区）
など）の締結についてなど29件 

真の地方分権改革に向けた国の真摯な対応を求める意見書など5件 

子どもと重度障害者の医療費の完全無料化を求める請願（継続審査）
教育格差をなくし、子どもたちにゆきとどいた教育を求める請願 
〈2件〉（不採択） 

可決 

認定 

可決 

同意 

承認 可決 

可決 

●平成20年度広島県補正予算 
新たに国が行う「安心実現のための緊急総合対策」に呼応した経済対策の実施、県立瀬戸田病院の尾
道市への移管に伴う経費など、総額16億5，300万円の補正予算（一般会計、特別会計及び企業会計）
を可決しました。 

●広島県病院事業の設置等に関する条例等の一部を改正する条例 
医療技術の進展や医療需要の変化に迅速・的確に対応した経営を行うために、病院事業に地方公営企
業法の規定の全部を適用することとし、業務を執行させる病院事業管理者を設置するとともに、その給
与等を定めるなどの条例改正案を可決しました。 

●広島県病院事業職員の給与の種類及び基準に関する条例 
病院事業に地方公営企業法の規定の全部を適用することに伴い、病院事業に従事する企業職員の給与
の種類と基準を定める条例を可決しました。 

●広島県行政機関設置条例の一部を改正する条例 
地域事務所の畜産部門と家畜保健衛生所を統合し、畜産振興業務と家畜の保健衛生・防疫業務を一体
的に行う畜産事務所として整備するとともに、地域事務所の再編に合わせて、その他の地方機関の名
称を整理するための条例改正案を可決しました。 

●警察署の名称、位置及び管轄区域に関する条例の一部を改正する条例 
行政区域と警察署管轄区域の不一致を解消し、より効率的な警察活動を推進するため、木江警察署を
廃止するとともに、竹原警察署及び広警察署の管轄区域を変更するなど必要な改正を行うための条例
改正案を可決しました。 

　
広
島
県
議
会
は
、十
二
月
定
例
会
を
十
二
月

四
日
か
ら
十
二
月
十
六
日
ま
で
の
十
三
日
間
の

会
期
で
開
き
ま
し
た
。
 

　
今
回
の
定
例
会
で
は
「
平
成
二
十
年
度
広
島

県
一
般
会
計
補
正
予
算
」
や
「
広
島
県
病
院
事

業
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
」
、「
広
島
県
行
政
機
関
設
置
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」
、「
警
察
署
の
名

称
、位
置
及
び
管
轄
区
域
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
」
の
ほ
か
、九
月
定
例
会

か
ら
継
続
審
査
と
し
て
い
た
「
平
成
十
九
年
度

決
算
認
定
」
、「
真
の
地
方
分
権
改
革
に
向
け
た

国
の
真
摯
な
対
応
を
求
め
る
意
見
書
」
な
ど
の

議
案
に
つ
い
て
審
議
を
行
い
、六
十
四
議
案
に

つ
い
て
原
案
の
と
お
り
可
決
・
承
認
並
び
に
認

定
し
ま
し
た
。
 

　
本
会
議
に
お
い
て
は
、経
済
対
策
や
雇
用
問

題
、産
科
医
療
の
確
保
、過
疎
地
域
の
振
興
対

策
、教
育
問
題
な
ど
の
県
行
財
政
上
の
諸
課
題

や
来
年
度
予
算
の
編
成
方
針
に
つ
い
て
、九
人

の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、

各
常
任
委
員
会
及
び
地
方
分
権
改
革
推
進
特

別
委
員
会
に
お
い
て
は
、付
託
さ
れ
た
各
議
案

な
ど
に
つ
い
て
審
査
・
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
 

12月12日 各常任委員会　 
地方分権改革推進特別委員会 

12月16日 本会議　［委員長報告、議案の採決など、閉会］ 

12月  5日 全員委員会　［提案事項の説明など］ 

12月  9日～11日 本会議　［一般質問など］ 

12月  4日 本会議　［開会、提案理由説明など］ 
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用語 

解説 

用語 
解説 

用語 

解説 

用語 

解説 

問 答 問 答 

問 答 問 答 

問 答 問 答 

問 答 問 答 

一
般
質
問
（
要
旨
） 

●
１２
月
９
日
 

一
般
質
問
（
要
旨
） 

●
１２
月
１０
日
 

産科オープンシステム 
妊婦健診は近くの診療所で行い、分娩は設備やスタッフが整った病院で行うシステム。分娩時の安全性の向上、産科開業医のリスク軽減、病院勤務医の負担軽減などが期待できる。 

産科医療補償制度 

産業・雇用対策本部 

知事を本部長とする全庁横

断的な組織。急激な景気後

退に伴い県経済への多大な

影響が懸念されることから、

緊急的な雇用対策など機動

的な産業・ 

雇用対策に 

取り組む。 

乳がん医療ネットワーク 

本会議では、12月9日・10日・11日の3日間、9人の議員が一般質問を行い、経済対策や雇用問題、産

科医療の確保、過疎地域の振興対策、教育問題など、県政が直面する様々な課題や来年度予算の編成方

針について、県民の視点に立った論議を展開しました。 

米
国
の
金
融
危
機
に
端
を
発
し

た
世
界
的
な
景
気
減
速
に
伴
い
、

県
経
済
に
も
深
刻
な
影
響
が
出
て
い
る
。

新
た
な
産
業
の
創
出
や
県
民
の
働
く
場

の
確
保
な
ど
、県
経
済
を
活
性
化
す
る
取

り
組
み
を
県
を
あ
げ
て
進
め
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、知
事
の
現
状
認

識
と
今
後
の
取
り
組
み
を
伺
う
。
 

県
経
済
は
後
退
局
面
に
入
っ
た

と
認
識
し
て
い
る
。中
小
企
業
者

等
に
対
す
る
資
金
繰
り
対
策
と
し
て
、

県
費
預
託
融
資
制
度
に「
経
営
支
援
特

別
資
金
」の
枠
を
設
け
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、

年
内
に
も
全
庁
的
な
組
織
で
あ
る「
産

業
・
雇
用
対
策
本
部
」を
立
ち
上
げ
、地

域
経
済
の
活
性
化
な
ど
に
取
り
組
む
。 

今
年
度
策
定
す
る
障
害
者
プ
ラ
ン

の
後
期
実
施
計
画
と
障
害
福
祉

計
画
に
お
け
る
知
事
の
基
本
的
認
識
を

伺
う
。
ま
た
、高
次
脳
機
能
障
害
等
の
新

た
な
医
療
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
、施
設
の
老

朽
化
へ
の
対
応
や
耐
震
化
な
ど
、障
害
者

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
が
抱
え

て
い
る
課
題
へ
の
対
応
方
針
を
伺
う
。
 

障
害
者
が
地
域
で
安
心
し
た
生

活
が
で
き
る
環
境
整
備
、経
済
的

自
立
の
た
め
の
就
労
支
援
や
賃
金
向
上

な
ど
を
基
本
と
し
て
計
画
を
策
定
し
、

施
策
を
推
進
す
る
。ま
た
、障
害
者
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
の
課
題
へ
の
対

応
に
つ
い
て
は
、来
年
度
予
算
で
具
体
的

な
取
り
組
み
を
開
始
す
る
。 

産
科
医
の
不
足
は
顕
著
で
あ
り
、

現
在
分
娩
を
取
り
扱
う
医
療
機

関
の
な
い
市
町
が
四
市
六
町
と
、県
内
市

町
の
半
数
近
い
状
態
で
あ
る
。
こ
の
十
市

町
の
住
民
へ
の
対
応
に
つ
い
て
、ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。
 

分
娩
が
で
き
な
い
市
町
も
含
め
た

地
域
の
周
産
期
医
療
体
制
を
確

保
す
る
に
は
、広
域
的
視
点
か
ら
産
科
医

等
を
拠
点
と
な
る
病
院
へ
重
点
的
に
配

置
す
る
と
と
も
に
、地
域
の
健
診
機
関

等
と
の
連
携
に
よ
る
新
た
な
体
制
づ
く

り
も
必
要
と
考
え
る
。住
民
の
理
解
と

協
力
が
不
可
欠
で
あ
り
、市
町
に
よ
る
妊

婦
へ
の
情
報
提
供
な
ど
を
支
援
し
、体
制

確
保
に
全
力
で
取
り
組
む
。 

乳
が
ん
は
、早
期
発
見
・
早
期
治

療
に
よ
り
、九
割
は
治
る
と
い
わ

れ
て
い
る
。
乳
が
ん
の
検
診
か
ら
治
療
・

心
の
ケ
ア
に
至
る
ま
で
、乳
が
ん
医
療
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
に
向
け
た
取
り
組
み

が
始
ま
っ
て
い
る
が
、そ
の
現
状
と
今
後

の
展
開
に
つ
い
て
伺
う
。
 

現
在
、検
診
や
治
療
の
専
門
機

能
を
担
う
医
療
機
関
等
を
公
表

し
て
い
る
。今
後
、将
来
の
患
者
数
を
見

越
し
た
検
診
や
治
療
に
当
た
る
人
材
の

育
成
、各
機
関
共
通
の
診
療
計
画
の
作

成
、乳
が
ん
手
帳
の
作
成
な
ど
を
行
う
。

ま
た
、患
者
団
体
と
連
携
し
た
相
談
体

制
の
確
保
な
ど
も
行
い
、乳
が
ん
対
策
日

本
一
を
目
指
し
、総
合
的
に
取
り
組
む
。 

現
在
の
経
済
情
勢
を
踏
ま
え
、来

年
度
当
初
予
算
に
つ
い
て
は
、本

県
独
自
の
景
気
対
策
や
格
差
是
正
対
策

に
十
分
配
慮
し
、一
般
財
源
で
五
億
円
を

準
備
し
た
元
気
挑
戦
枠
で
は
、一
層
大
胆

に
対
策
を
盛
り
込
ん
で
い
く
べ
き
と
考
え

る
が
、知
事
の
所
見
を
伺
う
。
 

来
年
度
の
元
気
挑
戦
枠
な
ど
を

活
用
し
な
が
ら
、製
造
業
の
技
術

力
の
高
度
化
、中
小
企
業
等
へ
の
金
融

支
援
、産
業
人
材
の
育
成
・
確
保
な
ど
に

積
極
的
に
取
り
組
む
。ま
た
、地
域
間

格
差
を
埋
め
て
い
く
た
め
、新
た
な
過

疎
対
策
に
つ
い
て
も
、医
療
、生
活
・
福

祉
、産
業
・
雇
用
な
ど
に
お
い
て
、地
域
の

実
態
に
即
し
た
対
策
に
重
点
的
に
取
り

組
む
。 産

科
医
は
、長
時
間
労
働
や
高
い

訴
訟
リ
ス
ク
を
伴
う
こ
と
か
ら

敬
遠
さ
れ
、そ
の
不
足
は
予
断
を
許
さ
な

い
状
況
に
あ
る
。
県
と
し
て
、安
心
し
て

出
産
で
き
る
体
制
を
早
急
に
構
築
す
べ

き
と
考
え
る
が
、今
後
、産
科
医
の
確
保

に
ど
う
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。
 

産
科
医
療
補
償
制
度
の
円
滑
な

運
用
と
と
も
に
、産
科
医
の
処
遇

改
善
に
つ
な
が
る
直
接
的
な
支
援
な
ど

に
つ
い
て
今
後
検
討
す
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
る
。ま
た
、拠
点
と
な
る
病

院
へ
産
科
医
を
集
約
す
る
な
ど
、限
ら

れ
た
医
療
資
源
の
効
率
的
な
配
置
や
連

携
に
よ
っ
て
、安
全
で
質
の
高
い
周
産
期

医
療
体
制
を
維
持
・
確
保
し
て
い
く
。 

深
刻
な
経
済
危
機
に
あ
っ
て
、最

優
先
す
べ
き
は
経
済
対
策
で
あ
る
。

本
県
経
済
の
底
割
れ
が
危
惧
さ
れ
、景
気

後
退
に
よ
る
税
収
の
減
は
財
政
健
全
化

に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
る
。
積
極
的
な

財
政
出
動
が
必
要
と
考
え
る
が
、当
初
予

算
編
成
に
当
た
り
、経
済
対
策
に
ど
の
よ

う
に
取
り
組
む
の
か
。
 

国
の
動
向
や
経
済
情
勢
を
十
分

に
注
視
し
な
が
ら
、来
年
度
当
初

予
算
や
、必
要
と
あ
れ
ば
今
後
の
補
正

予
算
等
に
お
い
て
も
適
切
な
対
応
を
行

い
た
い
。来
年
度
当
初
予
算
に
お
い
て
は
、

財
政
健
全
化
を
進
め
る
一
方
で
、県
経

済
の
活
性
化
に
向
け
て
、製
造
業
の
技

術
力
の
高
度
化
な
ど
に
重
点
的
に
取
り

組
む
。 竹

原
市
や
そ
の
周
辺
地
域
で
は

分
娩
可
能
な
医
療
機
関
が
な
く

な
り
、住
民
の
不
安
は
大
き
い
。
産
科
オ

ー
プ
ン
シ
ス
テ
ム
を
市
町
や
医
師
会
等

と
連
携
し
、早
急
に
こ
の
地
域
で
確
立
す

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、出
産
体
制

の
確
保
に
向
け
た
取
り
組
み
を
伺
う
。
 

産
科
医
は
容
易
に
確
保
で
き
る

状
況
に
な
く
、広
域
的
な
視
点
で
、

中
核
病
院
と
診
療
所
等
と
の
役
割
分

担
や
連
携
に
よ
り
体
制
整
備
を
推
進

す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。住
民
や
関
係
者

の
理
解
と
協
力
が
不
可
欠
で
あ
り
、安

全
に
お
産
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
に
向

け
た
取
り
組
み
を
積
極
的
に
支
援
す
る

な
ど
、体
制
確
保
に
全
力
で
取
り
組
む
。 

県
経
済
の
現
状
認
識
と
今
後
の
取
り
組
み
 

障
害
者
施
策
の
充
実
 

分
娩
で
き
な
い
市
町
へ
の
対
応
 

乳
が
ん
医
療
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
 

産
科
医
の
確
保
 

来
年
度
当
初
予
算
に
お
け
る
経
済
対
策
 

来
年
度
当
初
予
算
の
編
成
方
針
 

地
域
に
お
け
る
産
科
医
療
の
確
保
 

武田正晴議員  
自民刷新会議〈広島市佐伯区〉 

たけ だ まさ はる 

内田　務議員  
民主県政会〈福山市〉 

うち だ つとむ 

日下美香議員  
公明党〈広島市中区〉 

くさ か み か 

森川家忠議員  
自民〈竹原市・豊田郡〉 

もり かわ いえ ただ 

紙面の都合上、1人2問以内で掲載しています。 

■委員名簿　17人 

委員長 

副委員長 

副委員長 

委　員 

委　員 

委　員 

委　員 

委　員 

委　員 

委　員 

委　員 

委　員 

委　員 

委　員 

委　員 

委　員 

委　員 

松浦　幸男 

田川　寿一 

　橋　雅洋 

森川　家忠 

山下　智之 

岩下　智伸 

金口　　巖 

井原　　修 

　木　昭夫 

杉西加代子 

安木　和男 

天満　祥典 

松岡　宏道 

門田　峻徳 

砂原　克規 

中本　隆志 

蒲原　敏博 

可決 付託議案の審査結果　平成19年度決算認定（普通会計・企業会計） （全会一致） 

●
重
点
投
資
を
行
う
分
野
の
事

業
効
果
を
最
大
限
に
発
揮
さ
せ

る
と
と
も
に
、
全
会
計
に
お
け

る
資
金
管
理
の
徹
底
に
よ
り
公

金
の
効
率
的
な
運
用
を
図
る
な

ど
、よ
り
一
層
厳
し
い
財
政
運

営
を
行
う
必
要
が
あ
る
。
 

●
職
員
の
資
質
向
上
に
向
け
、採

用
区
分
の
あ
り
方
を
検
討
す
る

と
と
も
に
、
職
員
の
適
性
・
能

力
に
基
づ
く
人
事
管
理
を
徹
底

す
る
必
要
が
あ
る
。
 

●
病
院
事
業
の
地
方
公
営
企
業

法
の
全
部
適
用
へ
の
移
行
に
当

た
っ
て
は
、
事
業
管
理
者
の
強

力
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
り

職
員
の
意
識
改
革
を
図
り
、自

律
性
の
向
上
を
生
か
し
た
取
り

組
み
を
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
。
 

●
局
地
的
豪
雨
な
ど
に
よ
る
被
害

を
最
小
限
に
抑
え
る
た
め
に
は
、

自
主
防
災
組
織
の
組
織
率
の
向

上
と
活
性
化
が
重
要
で
あ
り
、

防
災
士
の
積
極
的
な
養
成
に
取

り
組
む
必
要
が
あ
る
。
 

●
食
の
安
全
・
安
心
に
対
す
る
消

費
者
の
不
安
を
解
消
す
る
た
め
、

事
業
者
や
農
業
者
な
ど
の
食
品

表
示
制
度
に
対
す
る
理
解
促
進

を
図
る
と
と
も
に
、
偽
装
表
示

に
対
す
る
監
視
・
指
導
を
強
化

す
る
こ
と
。
 

●
森
林
の
適
正
な
整
備
・
保
全
を

図
る
た
め
、
林
道
の
効
果
的
・

効
率
的
な
整
備
を
促
進
す
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、ひ
ろ

し
ま
の
森
づ
く
り
事
業
に
つ
い

て
、制
度
の
十
分
な
周
知
に
努
め
、

幅
広
く
県
民
が
参
加
で
き
る
よ

う
機
運
醸
成
に
努
め
る
こ
と
。
 

●
特
定
重
要
港
湾
と
し
て
の
広
島

港
の
中
枢
性
・
国
際
性
を
よ
り

一
層
向
上
さ
せ
る
た
め
、
引
き

続
き
ポ
ー
ト
セ
ー
ル
ス
な
ど
に

積
極
的
に
取
り
組
み
、
国
際
フ

ェ
リ
ー
ポ
ー
ト
か
ら
の
旅
客
便

の
就
航
や
コ
ン
テ
ナ
貨
物
取
扱

量
の
増
加
に
努
め
る
必
要
が
あ

る
。
 

●
土
地
造
成
事
業
会
計
の
経
営

状
況
は
極
め
て
厳
し
い
こ
と
か

ら
、
長
期
的
な
視
点
に
立
っ
た

新
し
い
事
業
手
法
を
含
め
た
今

後
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
。
 

●
教
員
の
指
導
力
向
上
に
は
指
導

主
事
が
果
た
す
役
割
が
大
き
い

た
め
、教
育
事
務
所
の
再
編
後

も
指
導
主
事
に
よ
る
各
市
町
へ

の
支
援
体
制
を
充
実
さ
せ
る
必

要
が
あ
る
。
 

●
携
帯
電
話
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

書
き
込
み
に
よ
る
い
じ
め
や
、

家
庭
の
事
情
等
か
ら
生
じ
る
不

登
校
に
対
し
て
は
、
問
題
を
抱

え
る
子
ど
も
へ
の
指
導
や
不
登

校
児
童
生
徒
へ
の
支
援
な
ど
、

よ
り
一
層
の
取
り
組
み
が
必
要

で
あ
る
。
 

●
企
業
誘
致
を
促
進
さ
せ
る
た
め

に
は
、
企
業
の
ニ
ー
ズ
や
要
望

を
十
分
に
把
握
し
て
、
造
成
や

環
境
整
備
を
行
う
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。
 

●
振
り
込
め
詐
欺
に
よ
る
被
害
が

依
然
と
し
て
多
発
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
具
体
的
な
手
口
や
防

止
策
に
係
る
情
報
発
信
の
手
法

な
ど
に
さ
ら
に
工
夫
を
加
え
、

未
然
防
止
対
策
の
強
化
に
努
め

る
こ
と
。
 

主
な
質
疑
事
項
 

分娩に関連して発生した

重度脳性まひ児に対する

補償制度。病院等の分娩

機関が加入する制度で、

加入している病院等で出

産した場合に補償の対象

となる。平成21年1月か

ら開始。 

乳がんの検診から治療後のケア

まで、検査・医療施設が連携して

切れ目のない治療等を提供する

医療体制。専門領域への特化に

よる機能強化と相互連携による

地域的な格差の

解消を目指す。 

き
 
ぐ
 



用語 
解説 

用語 
解説 

用語 

解説 

用語 

解説 

用語 

解説 

問 答 問 答 

問 答 問 答 

問 答 問 答 

問 答 問 答 

問 答 問 答 

一
般
質
問
（
要
旨
） 

●
１２
月
１１
日
 

 

病院事業会計 

 

工業用水道事業 
会計 

 
土地造成事業 
会計 

 
水道用水供給事業 
会計 

純利益 区　分 

21,667 

 

2,383 

 

8,384 

 

8,968

20,891 

 

2,594 

 

7,585 

 

11,266

△776 

 

211 

 

△799 

 

2,298

支出（費用） 収入（収益） 

広島駅 

矢賀駅 温品JCT

中山出入路 

トンネル区間 
1.8km

全長約4.0km

広島駅北口 出入路 

鞆地区まちづくり マスタープラン 福山市が平成8年3月に策定。鞆地区のまちづくりを計画的かつ総合的に推進するための基本方針。土地利用、交通・道路網形成、歴史的文化遺産の保全・活用、地域防災、地域生活環境整備、産業振興・地域活性化の区分ごとに方針が示されている。 

広島高速5号線 
広島高速1号線（安芸府中道路）と接続し、東区温品町から広島駅北口へ至る約4.0kmの自動車専用道路。 
トンネル区間は 
約1.8km。 
平成12年度に 
事業着手、24 
年度完成予定。 

改正建築士法 

過疎地域 
広島県の面積の約6割を占めて

おり、高

齢化の進行が著しい。 

新学習指導要領 

十
一
月
に
施
行
さ
れ
た
改
正
建

築
士
法
の
円
滑
な
運
用
や
新
制

度
の
周
知
に
向
け
た
取
り
組
み
状
況
に

つ
い
て
伺
う
。
ま
た
、地
域
に
必
要
な
有

資
格
者
の
不
足
に
対
す
る
不
安
の
解
消

や
今
後
の
人
材
供
給
に
向
け
て
、ど
の
よ

う
に
取
り
組
む
の
か
伺
う
。
 

新
制
度
の
概
要
を
記
載
し
た
パ
ン

フ
レッ
ト
の
県
内
す
べ
て
の
建
築
士

事
務
所
へ
の
送
付
や
、改
正
建
築
士
法
講

習
会
へ
の
講
師
派
遣
な
ど
に
取
り
組
ん

で
い
る
。県
内
の
資
格
者
数
な
ど
か
ら
判

断
す
る
と
、現
在
で
も
設
計
業
務
へ
の
対

応
は
可
能
な
範
囲
と
考
え
る
が
、引
き
続

き
、資
格
者
を
確
保
で
き
る
よ
う
円
滑

な
制
度
運
用
に
取
り
組
ん
で
い
く
。 

広
島
西
飛
行
場
に
つ
い
て
は
、県

と
広
島
市
が
合
意
の
上
で
残
し

た
責
任
も
あ
る
が
、年
間
六
億
円
の
赤
字

を
出
し
、百
十
二
億
円
の
累
積
赤
字
を
生

み
出
し
た
責
任
は
大
き
い
。
厳
し
い
財
政

状
況
下
で
血
の
に
じ
む
よ
う
な
歳
出
削

減
を
し
て
い
る
中
、一
刻
の
猶
予
も
な
い

は
ず
で
あ
る
。
廃
止
ま
た
は
移
管
を
前
提

と
し
て
、広
島
市
と
具
体
的
な
協
議
を
進

め
て
い
る
の
か
伺
う
。
 

東
京
便
を
広
島
空
港
へ
集
約
し
、

増
便
を
図
る
こ
と
が
、県
民
の
利

便
性
向
上
に
有
効
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。今
後
、廃
止
ま
た
は
移
管
に
つ
い
て

広
島
市
と
の
協
議
を
具
体
化
、加
速
さ

せ
て
い
き
た
い
。 

大
企
業
が
行
っ
た
派
遣
社
員
の
雇

い
止
め
は
許
さ
れ
る
の
か
。
一
方

的
な
雇
い
止
め
・
解
雇
を
し
な
い
よ
う
要

請
す
る
と
と
も
に
、雇
い
止
め
さ
れ
た
派

遣
社
員
や
下
請
け
業
者
に
対
す
る
相
談

窓
口
を
設
け
、企
業
の
リ
ス
ト
ラ
計
画
に

つ
い
て
県
と
事
前
協
議
す
る
こ
と
を
求

め
る
が
、知
事
の
所
見
を
伺
う
。
 

再
就
職
関
係
の
情
報
提
供
を
行

う
ほ
か
、下
請
け
取
引
に
つ
い
て

は
、ひ
ろ
し
ま
産
業
振
興
機
構
や
弁
護

士
に
よ
る
苦
情
・
紛
争
処
理
等
の
無
料

相
談
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。雇
い
止
め

の
問
題
や
リ
ス
ト
ラ
計
画
の
事
前
協
議

に
つ
い
て
は
法
的
な
権
限
の
問
題
も
あ
り
、

県
と
し
て
は
、解
雇
さ
れ
た
方
の
再
就

職
に
向
け
、全
力
で
取
り
組
む
。 

県
は
埋
立
架
橋
事
業
が
鞆
地
区

に
お
け
る
生
活
環
境
の
改
善
を

解
決
で
き
る
と
説
明
さ
れ
る
が
、事
業
と

切
り
離
し
て
、住
環
境
の
改
善
を
率
先
し

て
進
め
る
べ
き
と
考
え
る
。
ま
た
、鞆
港

の
埋
立
認
可
申
請
を
取
り
下
げ
る
こ
と

を
求
め
る
が
、所
見
を
伺
う
。
 

生
活
環
境
の
整
備
は
、「
鞆
地
区

ま
ち
づ
く
り
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」

に
も
あ
る
と
お
り
大
き
な
課
題
と
認
識

し
て
い
る
。福
山
市
と
連
携
し
な
が
ら
、

改
善
に
向
け
、埋
立
架
橋
事
業
と
併
せ
、

早
期
整
備
に
努
力
す
る
。埋
立
認
可
申

請
に
つ
い
て
は
、公
有
水
面
埋
立
法
上
、

妥
当
と
判
断
し
た
も
の
で
あ
り
、取
り

下
げ
は
考
え
て
い
な
い
。 

広
島
高
速
5
号
線
は
計
画
決
定

か
ら
十
年
近
く
経
過
し
、必
要
性
・

位
置
付
け
に
変
化
が
生
じ
て
い
る
こ
と

も
考
え
ら
れ
る
。
甚
大
な
被
害
が
想
定
さ

れ
る
二
葉
山
ト
ン
ネ
ル
掘
削
は
や
め
る
べ

き
と
考
え
る
が
、考
え
を
伺
う
。
 

高
速
1
号
線
や
広
島
駅
周
辺
の

幹
線
道
路
と
の
効
果
的
な
接
続

な
ど
を
考
慮
し
て
計
画
決
定
さ
れ
て
お

り
、そ
の
位
置
付
け
に
変
わ
り
は
な
い
と

考
え
る
。ト
ン
ネ
ル
建
設
に
伴
う
影
響
な

ど
に
住
民
の
不
安
が
あ
る
こ
と
か
ら
、検

討
委
員
会
で
検
証
す
る
こ
と
と
し
て
お

り
、そ
の
結
果
を
踏
ま
え
て
広
島
市
や

広
島
高
速
道
路
公
社
と
連
携
し
、早
期

完
成
に
取
り
組
む
。 

教
員
採
用
試
験
の
一
次
試
験
の

解
答
例
や
配
点
基
準
は
公
表
さ

れ
て
い
る
が
、二
次
試
験
に
つ
い
て
は
公

表
さ
れ
て
い
な
い
。
採
用
試
験
の
公
平
性
・

透
明
性
を
ど
の
よ
う
に
し
て
高
め
よ
う

と
し
て
い
る
の
か
。
ま
た
、採
用
試
験
の

年
齢
制
限
を
引
き
上
げ
て
は
ど
う
か
。
 

今
年
度
の
試
験
か
ら
、一
次
試
験

の
解
答
例
等
の
公
表
や
答
案
の

開
示
を
行
う
と
と
も
に
、す
べ
て
の
過
程

で
合
否
判
定
資
料
の
匿
名
化
を
図
る
な

ど
、公
平
性
・
透
明
性
を
高
め
る
た
め
の

改
善
を
行
っ
た
。来
年
度
に
向
け
て
、選

考
基
準
の
公
表
範
囲
の
拡
大
な
ど
改
善

方
策
の
検
討
を
行
う
。年
齢
制
限
の
見

直
し
に
つ
い
て
は
、慎
重
に
検
討
す
る
。 

新
た
な
過
疎
対
策
に
つ
い
て
は
、

医
療
、産
業
・
雇
用
、生
活
・
福
祉

を
施
策
の
柱
と
し
、緊
急
性
を
考
慮
し
な

が
ら
総
合
的
な
対
策
を
展
開
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
と

具
体
的
な
成
果
、及
び
現
状
を
踏
ま
え
た

今
後
の
目
標
に
つ
い
て
伺
う
。
 

広
島
大
学
医
学
部
へ
の「
ふ
る
さ

と
枠
」の
設
置
、地
元
農
産
物
な

ど
を
使
用
し
た
商
品
開
発
へ
の
支
援
、

ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
基
盤
整
備
な
ど
に
取
り

組
ん
で
き
た
。こ
う
し
た
緊
急
対
策
を

今
後
も
着
実
に
実
施
す
る
と
と
も
に
、

過
疎
地
域
が
将
来
に
わ
た
り
魅
力
が
あ

り
、希
望
を
持
っ
て
暮
ら
せ
る
地
域
と
し

て
再
生
で
き
る
よ
う
検
討
し
て
い
く
。 

市
町
が
合
併
の
メ
リ
ッ
ト
を
実
感

し
て
こ
そ
、本
県
が
目
指
す
地
方

分
権
が
進
展
す
る
。
合
併
市
町
に
対
す

る
こ
れ
ま
で
の
フ
ォ
ロ
ー
の
状
況
は
ど
う

か
。
ま
た
、現
状
を
ど
う
評
価
し
、今
後

ど
の
よ
う
に
フ
ォ
ロ
ー
し
よ
う
と
し
て
い

る
の
か
。
 

全
国
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
権
限
移
譲
に

よ
り
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
が
図

ら
れ
る
と
と
も
に
、合
併
建
設
計
画
の
約

四
割
が
進
ち
ょ
く
し
、新
た
な
ま
ち
づ
く

り
が
進
み
つ
つ
あ
る
。ま
た
、財
政
健
全

化
に
向
け
た
支
援
や
行
財
政
運
営
上
の

課
題
に
対
す
る
助
言
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

引
き
続
き
、自
己
完
結
型
の
自
治
体
の

構
築
に
向
け
市
町
と
と
も
に
取
り
組
む
。 

小
学
校
・
中
学
校
の
学
習
指
導
要

領
が
改
訂
さ
れ
、学
習
内
容
や
授

業
時
間
数
が
増
加
に
転
じ
る
と
と
も
に
、

小
学
校
で
の
外
国
語
活
動
や
中
学
校
保

健
体
育
で
の
武
道
の
必
修
化
も
実
施
さ

れ
る
。
こ
の
改
訂
の
移
行
措
置
と
し
て
、

一
部
で
は
来
年
度
か
ら
先
行
し
て
実
施

す
る
も
の
も
あ
る
が
、学
校
現
場
で
混
乱

す
る
こ
と
な
く
実
施
し
、か
つ
、新
学
習

指
導
要
領
の
趣
旨
を
徹
底
す
る
た
め
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。
 

新
学
習
指
導
要
領
の
趣
旨
の
徹

底
に
向
け
た
研
修
を
計
画
的
に

行
い
、新
し
い
内
容
に
対
応
で
き
る
よ
う

努
め
る
と
と
も
に
、新
た
に
必
要
と
な

る
施
設
・
用
具
等
の
整
備
に
つ
い
て
も
指

導
・
助
言
を
行
う
な
ど
、各
市
町
教
育

委
員
会
と
連
携
し
て
趣
旨
の
徹
底
に
努

め
、円
滑
な
導
入
を
図
る
。 

こ
れ
ま
で
培
わ
れ
て
き
た
「
広
島

か
き
」
の
ブ
ラ
ン
ド
力
を
さ
ら
に

強
化
し
、時
代
の
変
化
に
対
応
で
き
る
生

産
出
荷
体
制
を
確
立
す
る
必
要
が
あ
る

が
、「
広
島
か
き
」
の
生
産
振
興
と
漁
協

の
機
能
強
化
に
つ
い
て
伺
う
。
 

高
品
質
な「
か
き
」を
提
供
す
る

た
め
、生
産
者
と
流
通
販
売
業

者
が
一
体
と
な
っ
た
、ブ
ラ
ン
ド
力
の
向

上
と
新
た
な
出
荷
体
制
に
向
け
た
取
り

組
み
を
推
進
す
る
。ま
た
、漁
業
者
自
ら

が
流
通
を
担
う
体
制
を
構
築
で
き
る
よ

う
、漁
協
の
機
能
強
化
を
図
る
。 

改
正
建
築
士
法
の
円
滑
運
用
 

広
島
西
飛
行
場
の
あ
り
方
 

鞆
港
の
埋
立
架
橋
計
画
 

広
島
高
速
5
号
線
 

教
員
採
用
 

新
た
な
過
疎
対
策
 

合
併
市
町
へ
の
フ
ォ
ロ
ー
 

広
島
か
き
の
生
産
振
興
 

新
学
習
指
導
要
領
の
 

円
滑
な
実
施
 

大
企
業
の
非
正
規
労
働
者
の
 

雇
用
問
題
 

杉西加代子議員  
自民〈呉市〉 

すぎ にし か よ こ 

辻　恒雄議員  
共産〈福山市〉 

つじ つね お 

安井裕典議員  
自民党広誠会〈廿日市市〉 

やす い ひろ のり 

蒲原敏博議員  
民主県政会〈広島市東区〉 

かん ばら とし ひろ 

野村常雄議員  
自民刷新会議〈山県郡〉 

の むら つね お 

・病院事業会計においては、7億7,600万円の純損失を
生じており、累積欠損金は264億8,300万円になって
います。 

・工業用水道事業会計においては、2億1,100万円の純
利益を生じています。 

・土地造成事業会計においては、7億9,900万円の純損
失を生じており、累積欠損金は145億8,900万円にな
っています。 

・水道用水供給事業会計においては、22億9,800万円
の純利益を生じています。 

・実質収支額は22億4,400万円の黒字となっていますが、
単年度収支額は1億5,500万円の赤字となっています。 

・県債の残高は2兆964億円と前年度に比べ387億円
増加し、公債費負担比率も21.9％と、一般的に危険ラ
インとされる20％を上回る高い水準にあります。 

・また、財政構造の弾力性を示す経常収支比率は98.3
％であり、財政構造は一層硬直化しています。 

　地方公共団体の財政の健全化に関する法律が施行され、平成19年度決算か
ら毎年度、健全化判断比率と資金不足比率を公表することになりました。 
　これらの指標は、地方公共団体の財政状況を客観的に表し、財政の早期健全
化や再生の必要性を判断するためのものであり、監査委員の審査に付した上
で議会に報告し、公表されます。 

・いずれの指標も財政健全化計画の策定が必要となる早期健全化基準を下
回っています。 

・対象となるすべての会計（病院事業会計、工業用水道事業会計、水道用水供
給事業会計、土地造成事業会計、流域下水道事業費特別会計、港湾特別整備
事業費特別会計）において、資金不足額がないことから、資金不足比率は発
生していません。 

●企業会計決算の状況 （単位：百万円） ●一般会計決算の状況 （単位：百万円） ●健全化判断比率及び資金不足比率 

○健全化判断比率 

○資金不足比率 

項　　　目 全　　県 過疎地域 

市　町　数 23  16 

人　　　口 2,877千人 3
04千人 

高齢者比率 20.9％ 34.5％ 

※人口は平成17年 

　国勢調査による。 

＝過疎地域 

教育基本法の改正等を踏まえ、

「生きる力」をはぐくむため教

育内容などを見直し。小・中学

校の授業時間数は約1割増加す

る。小学校は平成23年度から、

中学校は24年度

から全面実施。 

建築士の資質・能力の向上な

どを目的として昨年11月に

施行。定期講習の受講義務

付け、受験資格要件の見直し、

構造設計一級建築士・設備設

計一級建築士

制度の創設な

どが主な内容。 

いわゆる過疎法 

による指定地域 

歳入総額 

歳出総額 

歳入歳出差引額(A) 

翌年度繰越額(B) 

実質収支額(C)=(A)－(B) 

平成18年度実質収支額(D) 

単年度収支額(E)=(C)－(D) 

財政調整基金積立額(F) 

県債繰上償還額(G) 

財政調整基金取崩額(H) 

実質単年度収支額( I )=(E)＋(F)＋(G)－(H)

金　額 区　分 

区　分 

平成19年度 
 決算［広島県］ 

実質赤字比率 連結実質赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率 

赤字額 
なし 

赤字額 
なし 

15.7％ 258.3％ 

（早期健全化基準） （3.75％） （8.75％） （25.0％） （400.0％） 

（財政再生基準） （5.0％） （25.0％） （35.0％） － 

964,576 

960,913 

3,663 

1,419 

2,244 

2,399 

△ 155 

2,226 

1,271 

6,361 

△ 3,018



大豆油インクを使用しています。 

古紙配合率100％の再生紙を 
使用しています。 

あて先 

082ｰ513ｰ4743TEL FAX 082ｰ222ｰ9600
〒730ｰ8509　広島市中区基町10ｰ52  広島県議会事務局　調査課　企画法制室 

ご近所で未着の方がありましたら、市・区役所、町役場、県議会事務局調査課企画法制室でお渡しいたしますので、その旨お伝えください。また、広島県議会ホームページでもご覧いただけます。 

本会議の傍聴ができます。 
本会議の開催日に、議会棟1階の受付
までお越しください。 
● 受付／午前9時～ 
● 先着順に50名まで 

本会議等の行事のない日は、本会議場
の団体見学ができます。 
● 午前9時～11時半、午後1時～5時 
  （土・日、祝日等を除く） 

委員会の審議状況が、議会棟1階のモニ
ターテレビでご覧いただけます。 
● 受付／委員会開催の1時間前～ 
● 定員36名（希望者多数の場合抽選） 

本会議、委員会の開催日時は、決定され次第、
ホームページでお知らせします。 

12月16日議決 

県民福祉の向上のため、国会や関係省庁
等に提出し、その実現を図るよう要望しました。 

○政治家が選挙区内の人にお金や物を贈ること（会費
などを、他の住民よりも多く支払うことなども含みま
す）は、法律で禁止されています。また、有権者が寄
附を求めることも禁止されています。 

○違反して処罰されると、公民権停止の対象となります。 

●政治家は有権者に寄附を贈らない! 
●有権者は政治家に寄附を求めない! 
●政治家から有権者への寄附は受け取らない!

http://www.pref.hiroshima.lg.jp/gikai/ホームページ 

●
●
●

●
真
の
地
方
分
権
改
革
に
向
け
た
国
の
真
摯
な
対
応
を
求
め
る
意
見
書
 

国
の
関
与
や
出
先
機
関
の
抜
本
的
な
見
直
し
な
ど
に
つ
い
て
真
摯
な
対
応
を
行
う
よ
う
求
め
ま
し
た
。 

●
迅
速
か
つ
積
極
的
な
経
済
対
策
を
求
め
る
意
見
書
 

全
省
庁
を
挙
げ
た
迅
速
か
つ
積
極
的
な
経
済
対
策
に
取
り
組
む
よ
う
求
め
ま
し
た
。 

●
安
心
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
確
保
を
求
め
る
意
見
書
 

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
者
・
利
用
者
の
双
方
に
配
慮
し
た
介
護
報
酬
の
改
定
な
ど
を
求
め
ま
し
た
。 

●
森
林
整
備
の
着
実
な
推
進
を
求
め
る
意
見
書
 

貴
重
な
資
源
で
あ
る
森
林
を
健
全
な
状
態
に
保
つ
た
め
、
着
実
な
整
備
推
進
を
求
め
ま
し
た
。 

●
私
立
学
校
施
設
の
耐
震
化
に
係
る
補
助
制
度
の
拡
充
を
求
め
る
意
見
書
 

施
設
の
耐
震
化
を
一
層
促
進
す
る
た
め
、
改
築
に
係
る
補
助
制
度
の
新
設
な
ど
を
求
め
ま
し
た
。
 

在職25年以上の功績を称え、次の議員が
表彰されました。 

全国都道府県議会議長会から次の議員が
自治功労者として表彰されました。 

永年在職議員表彰受章者 

〈三原市・世羅郡／自民党立志会〉 小島　敏文 

25年表彰受章者 

〈広島市東区／民主県政会〉 

〈広島市東区／自民刷新会議〉 

〈広島市中区／自民刷新会議〉 

〈三原市・世羅郡／自民党立志会〉 

蒲原　敏博 
間所　　了 
林　　正夫 
小島　敏文 

15年表彰受章者 

〈福山市／自民刷新会議〉 中津　信義 

　広島県議会では、本紙「ひろしま県議会だより」のほかに、広報番組「ひろしま県議会ダイジェスト」やホームページにより、
定例会の模様や議会の最新情報をお届けしていますので、ぜひご覧ください。 

　定例会における一般（代
表）質問の模様や可決され
た主な議案などについて、
コメンテーターや記者によ
る解説を交えながら、分か
りやすくお伝えしています。 

【次回放送】 
放送日： 平成21年1月12日（月・祝） 
 14：50～15：20 
放送局： 広島ホームテレビ 
内　容： 平成20年12月定例会で可決された主な議案 
 同定例会での一般質問の模様 
 決算特別委員会の審議状況　など 

　10月28日に全国都道府県議会議長会の総会が北海道において開催され、国の来年度予算等に関する要望が取りまとめられ
るとともに、次の2つの決議が採択されました。 

○地方分権改革の推進と地方税財源の充実強化を求める決議（要旨） 
さらなる地方分権改革の推進と地方税財源の充実強化を図るため、次の事項について強く要請する。 
・国と地方の役割分担の徹底した見直し、国から地方への事務・権限の移譲と移譲に伴う財源移転、国・地方を通じた行政の簡素化・
効率化、税源の偏在性が少なく税収の安定性を備えた地方税体系の構築、地方交付税総額の増額、道路特定財源の一般財源化に
おける道路整備の財源確保　など 

○朝鮮民主主義人民共和国による日本人拉致問題の早期解決を求める決議（要旨） 
すべての拉致被害者の救出に向けた強固な決意を明確に内外に示すとともに、関係国と緊密に連携しつつ、最大限の外交努
力を尽くし、拉致問題の一刻も早い解決に全力で取り組むよう強く要請する。 

　ホームページでは、県
議会のしくみや議員の紹
介、委員会の開催日程や
活動状況のほか、本会議
や委員会の議事録などを
掲載しています。 
　また、本会議等のイン
ターネット中継（生・録画）
や「ひろしま県議会ダイ
ジェスト」の録画もご覧
いただけます。 

主
な
質
疑
事
項
 

付
託
議
案
の
審
査
結
果
 

主
な
質
疑
事
項
 

付
託
議
案
の
審
査
結
果
 

主
な
質
疑
事
項
 

付
託
議
案
及
び
請
願
の
審
査
結
果
 

主
な
質
疑
事
項
 

付
託
議
案
及
び
請
願
の
審
査
結
果
 

主
な
質
疑
事
項
 

付
託
議
案
の
審
査
結
果
 

主
な
質
疑
事
項
 

付
託
議
案
の
審
査
結
果
 

12月12日開催 

補
正
予
算
一
件
（
職
員
の
地
域
手
当

改
定
に
伴
う
も
の
） 

広
島
県
病
院
事
業
の
設
置
等
に
関
す

る
条
例
案
 

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
案
 

原
案
可
決（
賛
成
多
数
） 

補
正
予
算
一
件
、条
例
案
四
件
 

そ
の
他
の
議
決
案
件
二
件
 

原
案
可
決（
全
会
一
致
） 

●
職
員
の
地
域
手
当
の
改
定
に
つ
い
て

は
、人
事
委
員
会
勧
告
等
を
尊
重
す

る
必
要
が
あ
り
、こ
れ
ま
で
の
長
期

に
わ
た
る
給
与
カ
ッ
ト
を
考
慮
す
れ

ば
増
額
は
や
む
を
得
な
い
が
、「
財

政
健
全
化
に
向
け
た
新
た
な
具
体

化
方
策
」
の
取
り
組
み
に
よ
り
、県

民
の
理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う
、さ
ら

な
る
努
力
が
必
要
で
あ
る
。
 

補
正
予
算
二
件
（
職
員
の
地
域
手
当

改
定
に
伴
う
も
の
） 

原
案
可
決（
可
否
同
数
・
委
員
長
裁
決
） 

補
正
予
算
一
件
 

そ
の
他
の
議
決
案
件
一
件
 

原
案
可
決（
全
会
一
致
） 

●
低
コ
ス
ト
林
業
団
地
推
進
事
業
は
、

従
来
の
森
林
組
合
主
体
の
森
林
整

備
と
異
な
り
、民
間
事
業
者
の
取
り

組
み
に
対
す
る
支
援
と
し
て
大
変
意

義
の
あ
る
も
の
で
あ
り
、今
後
と
も
、

さ
ら
な
る
取
り
組
み
を
推
進
す
る
必

要
が
あ
る
。
 

●
五
日
市
漁
港
フ
ィ
ッ
シ
ャ
リ
ー
ナ
施

設
の
入
艇
率
の
向
上
に
努
め
る
と
と

も
に
、本
来
の
設
置
目
的
で
あ
る
不

法
係
留
の
解
消
に
向
け
て
一
層
の
対

策
を
講
じ
る
必
要
が
あ
る
。
 

補
正
予
算
一
件
（
職
員
の
地
域
手
当

改
定
に
伴
う
も
の
） 

原
案
可
決（
賛
成
多
数
） 

補
正
予
算
一
件
、条
例
案
三
件
 

そ
の
他
の
議
決
案
件
六
件
 

原
案
可
決
並
び
に
承
認（
全
会
一
致
） 

新
規
付
託
の
請
願
二
件
　
不
採
択
 

●
主
幹
教
諭
及
び
指
導
教
諭
は
学
校
教

育
法
の
改
正
に
伴
い
設
置
さ
れ
る
も

の
で
あ
る
が
、こ
う
し
た
国
の
制
度

の
導
入
に
当
た
っ
て
は
、地
方
の
財

政
負
担
に
も
配
慮
す
る
よ
う
、国
に

対
し
て
意
見
具
申
な
ど
行
う
必
要
が

あ
る
。
 

●
教
育
事
務
所
の
再
編
に
伴
い
本
庁
が

所
管
す
る
こ
と
と
な
る
福
山
市
に
つ

い
て
も
、教
育
水
準
の
均
衡
を
保
つ

た
め
の
配
慮
が
必
要
で
あ
る
。
 

補
正
予
算
二
件
（
職
員
の
地
域
手
当

改
定
に
伴
う
も
の
） 

原
案
可
決（
賛
成
多
数
） 

広
島
県
病
院
事
業
職
員
の
給
与
の
種

類
及
び
基
準
に
関
す
る
条
例
案
 

広
島
県
病
院
事
業
の
設
置
等
に
関
す

る
条
例
案
 

原
案
否
決（
賛
成
少
数
） 

補
正
予
算
二
件
、条
例
案
一
件
 

そ
の
他
の
議
決
案
件
七
件
 

原
案
可
決（
全
会
一
致
） 

継
続
審
査
中
の
請
願
一
件
　
継
続
審

査
 

●
病
院
事
業
へ
の
地
方
公
営
企
業
法
の

全
部
適
用
に
つ
い
て
、抜
本
的
な
経

営
改
善
に
は
地
方
独
立
行
政
法
人

化
が
適
当
で
あ
る
。一
方
、政
策
医
療

推
進
の
た
め
に
は
現
状
維
持
が
よ
い
。
 

補
正
予
算
六
件
（
職
員
の
地
域
手
当

改
定
に
伴
う
も
の
） 

原
案
可
決（
賛
成
多
数
） 

補
正
予
算
二
件
、条
例
案
一
件
 

そ
の
他
の
議
決
案
件
十
三
件
 

原
案
可
決（
全
会
一
致
） 

●
地
域
経
済
や
県
民
の
安
全
な
暮
ら
し

を
守
る
た
め
の
公
共
事
業
予
算
の
確

保
に
努
め
る
必
要
が
あ
る
。
 

●
指
定
管
理
者
制
度
に
つ
い
て
は
、公

正
な
制
度
運
用
を
図
る
と
と
も
に
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
向
け
、引

き
続
き
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
。
 

●
土
地
造
成
事
業
に
つ
い
て
は
、産
業

団
地
の
す
べ
て
の
イ
ン
フ
ラ
を
整
備

し
て
分
譲
す
る
手
法
だ
け
で
な
く
、

誘
致
企
業
が
土
地
造
成
を
行
う
な

ど
の
新
た
な
手
法
も
検
討
す
る
こ
と
。
 

補
正
予
算
一
件
（
職
員
の
地
域
手
当

改
定
に
伴
う
も
の
） 

原
案
可
決（
賛
成
多
数
） 

条
例
案
二
件
 

原
案
可
決（
全
会
一
致
） 

●
警
察
署
の
再
編
統
廃
合
は
、行
政
区

域
と
警
察
署
の
管
轄
区
域
の
整
合

性
を
図
る
上
で
重
要
で
あ
る
が
、地

域
住
民
の
不
安
解
消
と
利
便
性
の

確
保
に
配
慮
し
た
措
置
を
講
じ
る

と
と
も
に
、管
轄
区
域
等
の
変
更
に

つ
い
て
十
分
な
広
報
に
努
め
る
こ
と
。
 

●
中
小
企
業
を
取
り
巻
く
経
営
環
境
は

一
段
と
厳
し
さ
を
増
し
て
お
り
、引

き
続
き
迅
速
な
金
融
支
援
に
努
め
る

と
と
も
に
、県
の
融
資
制
度
等
が
有

効
に
活
用
さ
れ
る
よ
う
取
り
組
み
を

推
進
す
る
こ
と
。
 

総
務
委
員
会
 

総
務
委
員
会
 

生
活
福
祉
保
健
委
員
会
 

生
活
福
祉
保
健
委
員
会
 

農
林
水
産
委
員
会
 

農
林
水
産
委
員
会
 

建
設
委
員
会
 

建
設
委
員
会
 

文
教
委
員
会
 

文
教
委
員
会
 

警
察
・
商
工
労
働
委
員
会
 

警
察
・
商
工
労
働
委
員
会
 


